
 理事会報告書                                       

１．概要 

 臨時理事会（R3.4.26） 

日 時 令和 3年 4月 26日  18:30～20:10 

場 所 リモート 

出席者 

理事：大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、山下潤一郎、小無田彰仁、重松康志、永木照彦、 

浦川純二、大石勝規、志岐浩二、小柳 傑、笹原順哉、飯野朋彦、池田章子、田中拓郎 

監事：柿田謙三、大木田治夫 

書記：大月雅之、狩浦圭介 

事務局：坂井孝行 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）令和 2年度決算報告について 

正味財産増減計算書について、令和 2 年度の収入は、会費の値上がり、協会からの補助金 170 万円、
その他を含めて 22,530,430 円。事業費の合計は、12,986,466 円。管理費は、2,677,175 円で支出の合
計が 15,663,641 円。正味財産が 14,635,753 円で公益事業比率は 82.9％となる。コロナ禍により、事
業が出来なかったため遊休財産の超過が 160 万円あるが、内閣府からの通達で令和 2 年度は無効とな
り、県の規程にはかからない。 
貸借対照表の変更点として、50 周年記念事業の積み立てが令和元年度までで 180 万円。令和 2 年度の
120万円と合わせて 300万円となる。これを現金預金から積み立てへ移している。 
審議の結果、提案通り可決された。 

２）令和 2年度監査報告について 
  令和 3 年 4 月 22 日に事務所にて定時監査を実施した。コロナ禍によりリモート会議が増えた。これに

関する会議費清算において、今後は手続きを整備してほしいとの監事指摘があった。 
審議の結果、提案通り可決された。 

３）長崎県国保地域医療学会について 
   例年、協力している長崎県国保地域医療学会が令和 3年 10月 31日に開催される。今回、当会へ

座長と演者の選出依頼があっている。 
本議案について、三役、関係理事で再検討の上、5月理事会で報告することとなった。 

（２）報告事項 
１）九州理学療法士学術大会進捗状況について 

   令和 3 年 4 月 23 日時点での演題登録数は 28 演題。これまで 3 回の周知を行ってきた。今回は、演題
数の目標を県内が 100 演題、県外が 50 演題とする。今後は目標に向けて、各地区の理事・部長から声
をかけていない施設へ演題登録のアナウンスをしていく予定。 

（３）その他報告事項 
 １）理学療法士講習会参加費について 

今年度は、学術研修会を 3 回予定している。長崎での研修会は全て無料で行うこととなっていたが日
本理学療法士協会のマイページより参加申込する都合上、3 回とも一律 3000 円徴収することとなっ
た。その代わりに取得できる生涯学習ポイントは 20ポイントとなる。 

 ２）協会指定管理者研修会について 
第 1回を令和 3年 6月 26 日に予定している。講師は、大山会長、井手副会長、各地区部長を考えてい
る。当初はサテライト会場を設ける予定であったが、現状を鑑みフルリモートでの開催へ変更した。 

 ３）ワクチンの接種について 
各施設、ワクチン接種が進んでいる。若い方ほど副反応が出やすく、接種後に休む可能性がある。各
上長は年休の調整などに気を配る必要がある。 

 ４）高総体サッカー競技へのサポートについて 
当会のスタンスとしては、職場の上長の許可を得て参加が可能ということ。自己判断での参加は厳に
慎んでほしい。公募の注意事項にも明記している。 

 


